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研究内容 

 

●Modulation in human brain plasticity using neuro-rehabilitation procedure 

近年のリハビリテーション医学領域では、永らく困難と考えられてきた中枢神経の障害による機能障害の回

復に関して、幾つかの有効な治療法が開発されています。研究課題として挙げた“Modulation in human brain 

plasticity using neuro-rehabilitation procedure”は、私達が 10 年以上に渡り取り組んできた反復経頭蓋磁

気刺激療法や神経筋電気刺激療法によって誘発される脳の可塑性変化についての臨床研究であり、神経変

性疾患や不随意運動、および片麻痺患者に試行し一定の成果を挙げてきました。 

現在は主に脳卒中による片麻痺上肢の治療に取り組み、その効果の定量化を試みています。さらなる効果

の獲得に向けて、4 連発刺激などの最新の刺激法を導入し、近未来的に実地医療に貢献できるよう努めてい

ます。 

 

図１）運動野を標的とした反復経頭蓋磁気刺激療法   図２）新しい神経筋電気刺激治療機器 PAS system 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Electrodiagnosis in patients with carpal tunnel syndrome 

神経伝導検査や筋電図検査を代表とする電気診断学は、リハビリテーション医学のなかで神経筋疾患の診

断および障害の評価を行うにあたり専門医に必須の技能として極めて重要であります。私達は日常診療におい

て対診する機会の最も多い末梢神経障害である手根管症侯群（carpal tunnel syndrome；CTS）の電気診

断について検討を重ねております。CTS の診断を目的に開発された数ある神経伝導検査法のなかで、最も異

常検出感度の高い方法を明らかとする研究を進めてきております。 

一方、さらに有用性の高い新たな検査法の検討にも取り組んでおります。以下の波形は、第２虫様筋から

複合運動神経活動電位を導出する際に観察される、いわゆる“premotor potential”と呼ばれる感覚神経活

動電位であり、CTS 診断の一助となる可能性について検討しています。私達は電気診断学的検査法の診断

精度を高め、患者に貢献できるよう努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-A）虫様筋骨間筋比較法で記録した複合運動神経活動電位 

図３-B）虫様筋の複合運動神経活動電位に先んじて観察される“premotor potential” 

（Kodama M, et al. Muscle Nerve, 2012 より） 
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